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第七章は「Conclusion & Future Works」であり，論文の成果と今後の展開をまとめている． 
 
以上これを要するに、本論文はスマートフォンを利用したクラウドセンシングによって人間活動と都
市環境を効率的に分析するための諸課題の検討を行ったものであり社会文化環境学上貢献するところ
が少なくない．なお，本論文第三章は岩井将行，瀬崎薫との，第四章は岩井将行，戸辺義人，瀬崎薫
との，第六章は岩井将行，伊藤昌毅，瀬崎薫との共同研究であるが，論文提出者が主体となって検証
を行ったもので，論文提出者の寄与が十分であると判断する． 
したがって，博士（環境学）の学位を授与できると認める． 
